
新宿NPO協働推進センター 広報誌 

えぬぽっぷん  
NPO POP NEWS 略して『Npop’n』！  

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします！ 

★参加希望の方は、電話、FAX、メールにて、センターへご連絡下さい。（下記問合せ先） 

 
 

シャンティ国際ボランティア会×ブックオフコーポレーション株式会社  

 今回、2011 年の東日本大震災から現在も継続されている「走れ東北！移動図書館
プロジェクト」（移動図書館活動）でのシャンティ国際ボランティア会とブックオ
フコーポレーション株式会社との連携事例について、ご紹介していただきました。 

 活動内容は移動図書館車が各仮設住宅に1時間滞在し、読書はもちろん、本の貸し
出しをされています。また集まった人たちが気軽にお茶を飲みながら会話を楽しめ
る「居場所支援」も行っています。このプロジェクトはシャンティ国際ボランティ
ア会の海外での経験が活かされており、現在では岩手県・宮城県・福島県まで活動
が展開されています。 

 パートナーのブックオフコーポレーション株式会社は、移動図書館の運営支援金
の寄付や本の寄贈だけではなく、全国にある店舗スタッフ（アルバイトも含む）を
月2回（1回につき約5名）、ボランティアとして派遣し、移動図書館スタッフと連
携して、本棚の整理方法やPOPの見せ方など「本業」を活かした現場支援を実施し
ています。 

 この活動を継続していくため、ブックオフコーポレーション株式会社では、有志
の運営メンバーが集まり、ボランティアの派遣を調整（現地スタッフや事前研修な
ど）し、2012 年から2014 年までで約200 人を派遣しています。 

◆登壇団体の社会貢献プロジェクト連携事例をご紹介 

シャプラニール＝市民による海外協力の会×株式会社手塚プロダクション 

 シャプラニール＝市民による海外協力の会と株式会社手塚プロダクションは連携
して、手塚治虫氏のメッセージの『ガラスの地球を救え』が詰まったフェアトレー
ド商品の商品開発・販売を「クラウドファンディング」の手法を利用して、プロ
ジェクトを推進しています。 

 通常、シャプラニールは「社会的・経済的により厳しい状況に置かれている女性
たち」に対して手工芸品の生産・販売を通して生活向上支援（フェアトレード事
業）を行っています。片や、手塚プロダクションは手塚治虫氏が残してきた作品
（キャラクターやメッセージなど）を次世代に、世界に伝え、かつ進化させること
をミッションにしています。 

 今回、シャプラニールの「途上国支援は金銭的援助だけでは解決できない、当事
者の自立をうながすのが最も大切」という考え方に手塚プロダクション側が共感し、
このプロジェクトが実現しました。 

シャンティの笠井 氏（写真左） 
ブックオフの堀内 氏（写真右） 

立ち読みも可能！ 

   手塚プロの石渡氏（写真左） 
シャプラニールの平澤氏（写真右） 

商品は会場内でも販売され、 
完売しました！ 

シンポジウム連動講座 「今こそ あなたの地域デビュー！」 

日 時：第1回：4月4日（土）、第２回：4月11日（土） 両日とも13時30分～15時30分 

内 容：自身ができることを探り、地域の問題解決に向け、自身がやりたいことを導きます。 

講 師：奈良 環氏（ユニバーサル志縁社会創造センター  支え合いの仕組みづくりアドバイザー） 

場 所：新宿NPO協働推進センター501会議室 

参加費：1,000円（各回） 

シンポジウム 「大介護時代」を乗り切るための「支え合い」を学ぼう 
２０１５年 介護保険制度改正を前に、私たち一人ひとりの役割と出番を考える！ 

日 時：3月21日（土）13時30分～16時 

内 容 
（１）基調講演「介護保険改正下での私たち一人ひとりの役割と出番を考える」 

   奈良 環氏（ユニバーサル志縁社会創造センター  支え合いの仕組みづくりアドバイザー） 

（２）事例紹介 
   ・牧野 史子氏（NPO法人介護者サポートネットワークセンター・アラジン 理事長） 
   ・樋口 蓉子氏（NPO法人おでかけサービス杉並 理事長） 

（３）トークセッション 
   パネリスト：奈良 環氏、牧野 史子氏、樋口 蓉子氏 

   ファシリテーター：山下 馨氏（一般社団法人新宿NPOネットワーク協議会 代表理事） 

場 所：新宿NPO協働推進センター501会議室 

参加費：500円（資料代） 
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スキルボート早稲田 

第1回「メーリングリストをつくろう」 

2015₴3 18  19 20 30ѝ 

ḹ ˬ ⁸ Ҳ  ̝ ὙA        

    ὧӢ Ὶ1- 1 10  

֓қ  500Л 

ᵂֻ   

  03- 5941- 7948 

 MAIL  voyage2moon@gmail.com 

日本ブラインドサッカー協会 

さいたま市ノーマライゼーションカップ 

2015₴3 22  13 30ѝ Ồ  

ḹ ẎὟ ẎὟ ̱ ḹ 

    ḩ ⁸ӔӢ ╠ 2- 574- 1  

֓қ  Њḹ  

ᵂֻ  Ӳ̝ 

  03- 6908- 8907 

 MAIL  info@b- soccer.jp 

東京山の手まごころサービス 

お琴の演奏とＡＤＬ体操を楽しむ会 

2015₴3 27  13 30ѝ 15 30ѝ  

ḹ ὧ  ᴜ  

    ὧӢ ˲ 4- 5- 1  

֓қ  100Л 

ᵂֻ  ˬῇ  

  03- 3205- 6813 

 FAX   03- 3205- 6766 

 

＜イベント情報掲載依頼方法＞ 

◆対象期間：開催日が2015年4月16日～5月15日 

◆募集締切：2015年3月20日（金） 

◆対象団体：当センター登録団体 

◆掲載件数：7件（1団体1号につき1件まで。応募

が多い場合は、開催地が当センターや新宿区内のイ

ベントを優先させていただきます。） 

◆申込方法：タイトル、日時、場所、参加費、問合

せ先を、新宿NPO協働推進センターまで、FAX又は

メールにてご連絡ください。 

センター登録団体のイベント情報や、活動に役立つ講座等を紹介します！ 
 事例紹介後は、新宿NPOネットワーク協議会 代表理事 山下氏と登壇者4名

で、会場からの質問を基に意見交換を行いました。 

◆パネルディスカッション 

A SEED JAPAN 

公開質問状結果から考える エシカルな鉱物・金属調達 

2015₴3 17  18 30ѝ 20 30ѝ 

ḹ   3F          

    ӧ̈ Ӣ 2- 101  

֓қ  3,000Л(ἶ 1,500Л  

ᵂֻ  A SEED JAPAN 

  03- 5366- 7484 

 MAIL  info@ethical- ketai.net 

新宿区ウオーキング協会 

我が町、四谷地区いきいきウォーク、約4ｋｍ 

2015₴3 18  9 10ѝ  

    9 30ѝ ֞̂  

ḹ ᶤ ᷂Ḣ  

    ὧӢК 87  

֓қ   

ᵂֻ  ὧӢ Ӳ ̝

  03- 3217- 4109 

 FAX   03- 3208- 3531 

市民とNPOの交流サロン  

自分自身をもっと知り、自分らしく生きて行こう 

2015₴3 12  16 18  

ḹ ὧNPOӲϐ 401̝ Ὑ 

    ὧӢ ḹ4- 36- 12  

ѝ ӓ- ὄ̮  

֓қ 1,000Л 

ᵂֻ ὧNPO Ӳ ̝ 

  03- 5206- 6527  

 MAIL  hiroba@s- nponet.net 

シャプラニール＝市民による海外協力の会 

どうする！？ タイ・バングラデシュの原発 

2015₴3 14 ᶽ  15 17 30ѝ 

ḹ Ẏἶ 11ֵ  701 Ὑ 

    ὧӢ 1 6 1  

֓қ   

ᵂֻ  ⁸ ẆӲҘ ̝ 

  03- 3202- 7863 

 MAIL  event@shaplaneer.org 

Ｑ１：移動図書館の社員ボランティア派遣の運営について教えてほしい。 

Ａ１：有志の運営メンバーは8名おり、業務として行っている。ボランティア

派遣は最初、2泊3日のプログラムだったが、店舗によっては、それだと参加で

きなくなってしまうので、今は1泊2日に変更している。食事以外は会社で費用

を負担をしている。 

Ｑ２：フェアトレード商品を開発した裏側についてもう少し教えてほしい。 

Ａ２：一時頓挫した背景としては、お互いの能力面の把握や本質の違いが理解

できなかった。シャプラニールも含めたスタッフのマンパワーがあるのか、現

地の生産者の技術面で難しかったのもあるが、「なぜ、その商品をつくるの

か？なぜ、行うのか？」というコンセプトに関わる部分が見えなかった。「ク

ラウドファンディング」という案や何度もサンプルを作り直しては検討し続け、

お互いの理解が深まったことで実現できた。 

「本」という媒体で何かやろうと思い、取り組んでいたこと。もし、それ以外の媒体で取り組もうとしていたら、

社内では全く理解されないと思う。今回のボランティア派遣の効果として、ＮＰＯに対する理解を持つことがで

きたのと、それをきっかけに社員自身が様々な人たちに伝えていく力を持つことができた。移動図書館を含め、

ＮＰＯと一緒に何かやることはお互いに「win -win 」であることが必要となってくる。（ブックオフ 堀内氏） 

◆両プロジェクトとも共通しているのは「本業」を活かした連携。 

 改めてプロジェクトを振り返って、感じたことなどを教えていただきました。 

商品開発をするにあたり、生産団体がどこまで技術があるのか、サンプルを何度も作り直してもらい、徐々に技術

が向上していき、品質も「バングラデシュだから」という印象はなく、最終的に本当に良い商品になった。最初、

販売する商品の個数が少ないということからはじまり、ＰＲが弱くなってしまうことが気になっていた。そこでク

ラウドファンディングにすることによって、限られた個数ではあるが、消費者に与える影響は強くなった。NPO・

NGOは「市場の流れ」や「マーケティングの視点」を強く持つことが大切だと思う。（手塚プロ 石渡氏） 

移動図書館では、利用者からのリクエストもあり、その本は現地の本屋で購入するようにしている。運営資金の支

援によって、購入できている。また寄付だけでなく、直接、現地に店舗スタッフの方々をボランティアとして派遣

してもらったことで、自分たちが普段、知らない「本の並べ方」などを学ぶことができた。何よりもボランティア

の人たちが定期的に来てくれることで、ちゃんと自分たちを支えてくれている人たちがいるという安心感を得るこ

とができた。（シャンティ 笠井氏） 

クラウドファンディングで賛同してくれた人たちは、「シャプラニールを知らない人」がほとんどで、新しい顧客

の拡大につながった。今まで「市場」について意識していたが、より品質の高い商品を開発することは、シャプラ

ニールだけでなく、生産団体にも良い影響をもらえたのと同時に課題が出てきた。（シャプラニール 平澤氏） 
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